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1.は じめ に

人類 の歴史 は果て しな く古 い.記 録 で表 わ

されて未 だ3000年 も経 ってはいない.人 類 は

歴史,つ ま り 「時間の波 間」 で生 き続けて き

た.ま た人類 の祖 先は混交 の歴史 を経つつ,

多 くの種族 か ら民族 ・氏族 を派生 させ て きた.

そ して彼 等は移動 し,空 間(距 離)を 旅 した.

人 間は,縦 軸 の時 間的流れ(歴 史)と 横 軸の

空 間的距離(環 境)の 中で生 きて きた.そ の

個 としての人間は,歴 史の主 人公で あ り,生

老病死の ドラマ を演ず る可変 の実体 として,

不可変の環境 に働 きかけ る時空間の絶対単位

である.そ の人間 を動 物 とは異な らせ人間 た

らしめ,そ の人間の価値 基盤 を形成 したのが

宗教 ・哲学 ・思想 である.

その人間的思考か ら神 話が生 まれ,一 方 に

おける科 学 と他方 におけ る宗教 に解 離 してゆ

く.そ れが相互 に影響 を与え,干 渉 ・対立 ・

融和 ・融 合等 を繰 り返 しなが ら,時 を経て き

た.そ こで歴 史観 を考 える場合,ど の よ うに

して分析 を進 め るか,ま た歴 史事件 を観 る視

点 につ いて,歴 史事 実 間 の 「類 同」 と 「差

異」 を分析 しなが ら進め る必要 がある.(1)

人類の発 生 と最古の歴史について は,定 か

ではない.ま た例 え単発的な歴 史事実 を挙 げ

て主張 されて も,現 在 の通常の学説 に反す る

場合 は,仮 説で しかない.そ の意味 では,資

料で扱 える範 囲の共通 の土壌の上 で,最 も妥

当なかた ちで ま とまる論理,つ ま り仏教哲学

の所謂 「九識論」 の奥底 に存す る生命 の核 か

ら発生 した八識 の構造論理が 「歴史経験」 と

して承 認 された ものであ る.

そこで問題 とな るのは如何 な るプロセス を

経 て宗教 が創成 され哲学が構想 されたか であ

る.ま た宗教 ・哲学の論理体系 の確立,つ ま

りそれを価値観 とす る人間群 の行動 原理 は,

個 としての人間観 の論証 であ り社会 ・宇 宙観

の確立 につ なが る.さ らに何 が正義 で何 が邪

であ るのか,ま た何 が善 で何 が悪 であ るかの

判断 も芽生 えて くる.②

一個の人間が宗教 ・哲学 をもち価値判 断 を

携 えて,社 会組 織(人 間関係群)の 中で個 と

して生活 しなが ら,現 在 か ら未 来へ の姿勢 を

確立 した時に,そ の宗教 ・哲学 の比較 ・比量

の史 的分析 も可能 となる.そ の意味では最 も

興 味 ある対象 は紀 元前6世 紀 の世 界 で,「 釈

迦 は紀元前6世 紀の人物 と推定 されギ リシァ

のソ クラテス,支 那の孔子 など と同時代 に活

躍 した.(3)

この紀元前6世 紀頃は人類 の大転換期 で あ

り,東 洋及び西洋の今 日の文化 の基本方 向は,
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この時代 に決定 した.す なわ ちソクラテスの

思想は西洋 の哲学 お よび科学の源泉 とな り,

孔子の思想 は儒教 となって以後 の支那文化 を

決定 的に支 配す るのである.そ して釈迦 の思

想は仏教 とな ってイン ド及び極 東の文化 に限

りない影響 を与えて今 日に及んでい るのであ

り,ま たジャイナ教 もペル シァの ゾロアスタ

ー教 も生 まれた.(4)

その他,各 宗派の争 い,普 遍性 と土俗 性の

相克の渦巻 きの中か ら,マ ズダ リ教,マ ニ教,

ミトラ教 等 も生 まれた.こ れ ら各宗派 ・哲学

の葛藤 は,同 時代 での価値観選 択論争 であ り,

その 中で最 も普遍性 を止揚 した 「人間哲学」

が仏教 であ り,そ こか ら歴史 ・空間的推移 の

中で世界各地に波及 してい く.(5)

2.人 間哲 学 の源 流 一 イ ン ドー

そこで初期 仏教 の成立 を中心に,紀 元前6

世紀前の世 界 を対 象に 「人間哲学」の源流 を

種々の価値観 の葛藤の過程か ら述べ てみたい.

イン ドで最 も古い文 明は紀元前五千年 まで

遡 る.イ ンダス盆 地 と,そ の週辺は栄 え賑 っ

た.こ の 時代 につ い て は,B・S・ グバ 博

士 による と七種類 に分類つ まりプ ロ ト・オー

ス トラロイ ド(ヴ ェ ッグ)型,イ ンダス長頭

型,イ ンダスB(プ ロ ト・ノルデ ィック)型,

インダスC(ア ルポーディナー リック)型,

渦巻状毛髪人(第 五)型,短 頭 モンゴロイ ド

型,長 頭 モンゴロイ ド型が現存す るこ と,言

語的 に も四種 類,す なわちイン ド・ヨー ロッ

パ語族,ド ラヴ ィタ族,オ ー ス トR・ ア ジア

型,チ ベ ッ ト ・ビルマ型 とあるよ うに,ま さ

に古代 におけ る人種 と言語 の 「r」 であ っ

たこ とが分 か る.

それ故 に 「イン ド文化 とは単一源の文化 で

経 済 論 集VoLXXXV,No.1・2・3・4

はな く,い ろいろの源か ら発生 した多 くの民

族文化が混成 してで きた文化 の綜合体 と推測

される」のであ る.(6)

このインダス文 明の担 い手はイン ド=ヨ ー

ロッパ語族のアー リア人の侵 入 して くる以前

の人々 で 「ネ グ リー一トと呼ばれ るイン ド原住

民で,オ ー ス トリクと呼 ばれ る地 中海人種 で

輪 廻 の考 え方 を もち」(7),「自然 崇拝 で原 始

唯物論 を信奉 していた」(8)が,紀 元前二千年

の終 わ り頃アー リア人が侵 入 したが,こ の間

の ドラマ は後 の 『マハーバ ラダ』(偉 大 な る

イン ド)の 史詩に物語 られ た.

そ してこの 「インダス文明」の上 に,ア ー

リア人の 「ヴェーダ文 明」がつけ加 え られ,

次の 「ヒンズー文 明」 に移行 してゆ くとみ る

こ とがで きよ う.イ ンダス文化 がエ ジプ トや

メソポタ ミア と同 じ頃 に並 存 し,「 イン ドと

メソポタ ミアの問の交易 は,二,三 の典型的

な輸入 品によって立証 される.例 えばアスマ

ル遺丘(テ ル)の 発掘 ではイン ドの印章が発

見 され」,旧 く紀元前2500年 頃に 「イン ドの

出土地 で,ま たエ ジプ ト産 の石 の玉 が出土 し

た」 こ とか ら,古 代世 界での広大な文化帯が

形成 されていた.(9)

3.ア ー リア人 の侵 入

次いでア リーア人の侵入が始 まる.ア ー リ

ア人の起源 は,イ ン ドのガンデ ィの先駆者P

・ガンガー ダル ・ラ イラ ク(1856-1920年)

の説では,北 極圏にいた一群 の人々が氷河期

の始 ま りとともに南下 し,一 部 は北欧に入 り,

石器文化 か ら再 出発 しヨー ロ ッパ人の原種 と

な り,「 アジアへ 逃れ た人々は放浪 の旅 の の

ち,西 北 イン ドに安住 の地 を求め,そ の間の

伝承 を語形 で表現 し 『リグ ・べ一 ダ』に綴 っ
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た」のであ る.(10)

また 「周期的 におそ って きた乾燥期 のため

に,南 ロシアのカスピ海の東側か ら追 い立て

られたアー リア白人種 がそ こか ら西へ 向か っ

た組は ヨmッ パ人種 にな り,南 に向か った

組 は ミタニ地方 でまた分裂 して,一 方は拝 火

教 の イラン人,一 方は東へ 向か いバ ラモン教

のイン ド=ア ー リアにな った.彼 等の文化 は

低か った とい うこ とであ り,彼 等 は古代放牧

の民の特徴 として,常 に戦争 を経験 したこと

か ら,武 器 が発達 し集団戦術 に長 じて いた.

イン ドで一番古 い 『リグ ・ヴェー ダ』賛歌に

歌 われ た軍神 イン ドラの征服 の歌 は,イ ン ド

のパ ンジャブ 目指 して進 んでい く,若 々 しい

アー リア族 の姿」 とされ る.(11)

そこでアー リア人 を調べ るとフレンシネの

前掲書に 「種族性 を もち,牧 畜経済 を営み,

戦 闘的であった.宗 教 は 多神教 で火 を崇拝 し

ていた.ま た植物 を利用 した原始的医学 を知

っていた.ま た宇宙進化論 に よれば,世 界は

神格的 巨人のば らば らに なった肢体か ら作 ら

れていた として も,宇 宙につ いて想像 されて

いた構 造 と経験的 な粗雑 な解剖学 との対応 を

認め てい る.す なわち風 は息で光 りは眼差 し

である と云 う宇宙 の能力 と大 ざっぱな生理 学

との対応であ る」 とある.

彼等の信仰 は所謂ヴ ェーダ信仰 にあったが,

定住 開始 後か ら後期 ヴ ェー ダ時代 に入 り,

『サーマ ・ヴェー ダ』(歌 詠)
,『 ヤ ジュル ・ヴ

ェー ダ』(祭 詞),『 ア タルヴ ァ ・ヴェー ダ』

(呪文)と 作 られ たが,こ れ ら一連 の作 品は

アー リア人 と非 アー リア人 との衝突 ・干渉 ・

妥協の歴 史過程の産物であ り,牧 畜 を生業 と

したアー リア人が農耕生 活に入 り,祭 式 も土

着 信 仰 と結 び つ き呪術 的 民 間信 仰 を生 ん

人聞 と哲学の源泉一入間史観の誕生に向けて一 3

だ.(12)

そ して1000年 を経 た紀 元前6,7世 紀 にな

ると 「領 邦国家時代 におけ る古代 イ ン ドの社

会構 成 は,ギ リシ ァ ・ロー マ 風 の 『氏族 的

な』社会構成 に類似 してい る.こ の類似 は決

して偶然 ではない.イ ン ド・イラン人 とギ リ

シァ ・ラテン人 とは,イ ン ド・ヨー ロッパ語

族 に属 し,原 始 アー リア人 を共通 の祖先 とし

た二っ の支流」にほか ならない.(13)

さ らに 「紀 元前六世紀か ら二世紀 までに,

北 イン ドの多 くの種 族や 民族体 の中では,す

でに階級社会 がで きあが ってお り,こ の地方

には沢 山の奴隷制小 国家が群 がって存在 して

いた.こ の奴隷制社会 におけ る古代 イン ドで

は,群 小 国家の あいだで絶 えず戦 争が行 われ,

新 旧諸 国家 の興 亡 盛衰 が激 しか った」 とあ

る.(14)そ の歴 史過 程 はアー リア民族 に よ る

非 アー リア民族制圧 の歴 史であ り,種 族制 の

秩序が階級秩序 に内的再編 成 されて社会 が組

織化 された結果であ った.次 いでイ ン ド ・ヨ

ー ロッパ語族の移住 が持 ち込んだ哲学につい

て考察 したい.

4.古 代 イ ン ドとウパ ニ シ ャ ッ ド哲 学

古代 イン ドの イン ド人は,ア ー リア ・ドラ

ヴィダ系 の人々で 「ドラヴ ィダの祖先 は西ア

ジアか らパ リチス タンを通 ってイ ン ドに入 っ

た」人々 で,紀 元前9世 紀 頃,彼 等 とアー リ

ア人 との混血種 が主要勢力 であった.(15)

紀元前9世 紀 か ら同7世 紀 の頃,後 期 ヴェ

ー ダ時代 はブ ラーフマナ(祭 儀書)時 代 と言

われ,ヴ ェーダ を体 系的に整理拡大 したバ ラ

モン儀式 を社会 ルー ルに応用 しょうとした時

代 である.こ のブ ラー フマナ文献 の終 わ り頃

は 「ヴェー ダ ・ア ンタ」(ヴ ェー ダの終 末)
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と呼 ばれ,別 名 ウパニ シャ ッ ド(奥 義 書),

つ ま り 「あ る人のそばに座 る.教 師のそばに

座 らせ られ た弟 子に伝 え られ る秘奥 の教義」

の意味であ る.そ の骨子の哲理 は,ア ー トマ

ン(我 ・深遠に して名づ けがたい人間の魂)

とブ ラフマ ン(梵 ・深遠 に して名づ けが たい

宇宙の魂)と が同一 である とい う前提 にある.

ち ょうど遊牧 の民,ア ー一リア人が定住 して,

そこの場 で 自己 と宇宙 を相 互に関連づ けて感

じて,従 来の宇宙神格神 と自己を適応 させ た

形 である.

その よ うな定住 ・定着 によ り進んだのは,

形式的 な祭祀の奥底 に宇宙の根 源であ る全一

者 を 自覚 し,こ れ と自己の うちにあ る人間の

本性 である全 一者 との合一 を確信 し,祭 祀 を

離れて此の根本 を認識 し,体 験 しょうとす る.

『知 る』 とい うこ とは
,こ の絶対 者 を内的直

感 によって体 験す るこ とであ り,そ れは同時

に,そ の吉祥 ある最高者 に 『成 る』 ことであ

る と展開 した.こ こに 「梵我 一如」の ウパニ

シャ ッ ド哲学が成立 した.な お 「紀 元前八世

紀頃の深奥 な哲学的な思惟の産物 であ るこの

存在論の影響 は,近 世 ドイツ哲学に も及ぶ」

が,そ の後 に輪廻 ・カルマ(業)の 考 え方が

教 説 に付加 された.(16)

元来,ウ パニ シャ ッ ド哲学にはアー リア人

の伝統 として厭世主義的 な もの を含 んでいな

か った.そ れ故に輪廻 の考 え方が入 り現世 を

厭 離す る考 え方が生 じたのは,明 らかにアー

リア人の種 族的特質が一部変質 ・減退 して,

同時 に土着の オース トリク ・ドラヴ ィダ族の

輪廻等の宗教 思想が現れ始めていた ことを示

す もの であった.こ の時代 のヴ ェー ダ,ウ パ

ニ シャッ ド哲学の影響圏 は相 当に広 く,今 日

の地域分布 でみて もイランか らイン ドに広 く

経 済 論 集VoLXXXV,No.1・2・3・4

存 在 ・分布 した.(17)

そ の 理 由 に は 「『リグ ・ヴ ェ ー ダ』 第 六 編

の舞 台 を イ ラ ン と主 張 す る人 もい る」 か ら も

察 せ られ る.ま た 「最 古 の文 献 『リグ ・ヴ ェ

ー ダ』 の言 語 はペ ル シ ァに興 った ゾ ロ ア ス タ

ー 教 の聖典 『ア ヴ ェ ス タ』 の 言語
,お よ びア

ケ メ ネ ス 朝(前700-330年 頃)の 偉 業 を伝 え

る懊 形 文 字 の碑 文 の 言語(古 代 ペ ル シ ァ語)

と極 め て近 く,し か もヴ ェー ダ とア ヴ ェ ス タ

両 文 献 に表 れ る神 々 の名 お よび祭 祀 に関 す る

術 語 に極 め て著 しい共 通 点 を示 し,か っ て言

語 ・宗 教 ・文化 を共 通 に して,自 らアー リア

人(ヴ ェー ダ語arya,ア ヴ ス タ語 でairya,

古代 ペ ル シ ァ語 でariya)と 称 した民 族 を仮

定 で き る」 と述べ る.(18)

また 『リグ ・ヴ ェー ダ』 にサ プ タ ・シ ン ド

ウス(七 河)と い う地 名 が あ り,現 在 のパ ン

ジ ャー ブ(五 河)よ りも広 い イ ンダ ス河 とそ

の支 流 に潤 され た ヒン ドゥス ター ン北 ・西 北

部 を指 す が,古 代 ペ ル シ ァ の ゾ ロア ス ター 教

の聖 典 『ア ヴ ェス タ』 の 「ヴ ェ ンデ ィー ダー

ド」 の 第一 章 に,最 高神 ア フ ラマ ズ ダ に よっ

て創 造 され,イ ラン 人支 配 下 に お か れ た一 六

州 が列 挙 され て い るが,そ の一 五番 目に 「異

常 な暑 さの地 」 のハ プ タ ・ヒン ドゥ(七 河)

が あ り,明 らか に サ プ タ ・シ ン ドウス と一 致

す る.(19)

つ ま り釈 迦 以 前 の紀 元 前7・8世 紀 の イ ン

ドとイ ラン は,宗 教 土壌 と して極 め て類 似 ・

相 似 して い た点 に 注 目され る.

そ れ故 に ウパ ニ シャ ッ ド哲 学 も,単 に イ ン

ドに 限 らず イ ン ドを中心 に,イ ラ ンにつ い て

も若 干 の差 異 を含 み なが ら も同 類 項 で 包摂 し

た段 階 で あ っ た.こ の ウパ ニ シ ャ ッ ド哲 学 は,

アー リア民 族 の 家 父長 制 家 族 を単位 とす る村
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落共 同体維持 を優先 しなが らも,非 アー リア

民族 の血縁紐帯に よる氏族共同体=種 族社 会

を包摂す るか たちで形成 され たが,「 しか し

種族社会 こそ仏教発生 の真の母胎であ り,非

アー リア的ない し反バ ラモン的な種族宗教 こ

そ仏教 の萌芽 ・基礎 となって いることを確認

しなければならない」,「ヴァ ッジとマツラの

両種族 の居住地は,ジ ャイナ教 ・仏教 とい う

二っの一 バ ラモ ン教側か らい うところの 異

端 派宗教 の中心地であった」 こ とか ら,ウ パ

ニ シャ ッ ド時代 の後期 にイン ドにおけ る反バ

ラモ ンの二大宗教,仏 教 とジャイナ教が成立

す る.(20)

また仏教 とジャイナ教 の長所につ いて 「宗

教教義 が本質的 な長所 をもっていた.大 王や

商人の恩 寵によっていた.開 祖の人格 がす ぐ

れていた.大 衆に対 して関心が あった」 こと

を挙 げ,「 仏教 は ジャ イナ教 よ り,よ り一層

大衆に触 れ,大 衆の感情 と思考が要求 してい

るこ とに答 える ものであった」 とす る.(21)

5.ジ ャイ ナ教 と仏 教

人間と哲学の源泉一人間史観の誕生に向けて一

仏教 は後述す る として,ジ ャイナ教 につ い

て述べ ると,開 祖 ニガンダ ・ナーダブ ッダは

「六 師外 道 の一人」で あ る.彼 は,高 貴 な民

族 として誉れ高か った リッチャヴィー族 出身

の クシャ トリアで,志 をもって出家 し 「極端

な苦行 には な らなか った」の で あ る.(22)こ

の姿は,の ちのア レクサ ンダー東征 の際に登

場す るイン ド人 『カ ラノス』僧の 「その人物

は火葬用 の大 きな薪 の山 を積み あげ させ ると,

定めた 日に,頭 の上 に花 の冠 をつけてイン ド

の聖歌 を歌 いなが ら……中略……ア レクサ ン

ダーへ うや うや し く暇乞 いを して,… …中略

……象 たちが叫ぶあいだに
,身 動 き一つせず
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群衆 がi布れおのの いて見 守 る前 で,や がて姿

を消 した」史実 に も結 びつ いた.(23)

この件 につ いて 「自ら死 を選 ぶ ところな ど

は極端 な苦行 を押 し進め るジャイナ教 以外考

えられ ませ ん.… … ジャ イナ教 は極端 な まで

に特殊 なイン ドの宗教 であ ったので,ギ リシ

ァ人でこれ に帰依 す る者は殆 どなかった と見

て よかろ う.こ れに対 して,し ば しばジ ャイ

ナ教 と対比 され る仏法へ の帰依 者はかな り多

数 にのぼった」 とあるように,高 貴な貴族 ・

極端 な苦行 ・特殊 なイン ド宗教 の故 に非 アー

リア人か ら出た宗教 思想 であ り,ア ー リア人

を包摂せず に 自己内に苦行 の中に生 きるこ と

の意義 を見 いだす宗教 であ った.(24)

それ故 に,そ の よ うな宗教 では,原 種 アー

リア人のギ リシァ人には難信難解 は当然 であ

った.他 方,仏 教 思想は如何 に形成 されて き

たか に関心が あ る.「 や は りイ ン ド哲 学 は,

ウパ ニ シャ ッ ドと仏教 とい う二 つの主 流にお

いて解釈 され なければな らない.二 つ の流れ

の混合 ない し,結 合 は存在 しなか った.リ ア

ルな もの をバ ラモ ン系統 で は 『あ るこ と』,

仏教 では 『なるこ と』 として とらえ,前 者は

事実 の普遍的 ・実 在的 ・静 的な見解 を,後 者

は特殊 的 ・継続的 ・動 的な見解 を支持 し,前

者には空間が後者 には時間がその原型 であ る.

バ ラモン系統 は,そ の態度 が相対 的に,よ り

断定 ・肯 定 的 で あるの に対 して,仏 教 は消

極 ・否定的 である.前 者は よ り教条 ・思弁 的

であ り,仏 教 は経験 ・批判 的であ る.

仏教 は普遍につ いて宇 宙論 的思弁や その構

造 を示す説明に,ほ とん ど関心 がない.バ ラ

モン系統 は本来の伝統 に縛 られていて,ヴ ェ

ーダの権威 をすべ て受 け入れた
.仏 教 は,そ

のひ らめ き(イ ンス ピレー ション)が 経験 自
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身の批判 主義 に,そ の起源 を有す る.発 展の

テンポは,ウ パ ニ シャ ッ ドの伝統 においてよ

りも,仏 教 においてのほ うが,よ り速 く,よ

り深か った」であった.(25)

ここでの仏教 は,仏 教思想の源流 と理解 し

たい.二 つ の比較 につ いて は,三 枝 教 授 は

「初期 仏教 では
,所 謂 『無我』が 説 かれ て,

所謂 『アー トマ ン』 の否定が主張 されたか の

如 く考 え られ るけれ ども,そ れ は決 して古 ウ

パ ニシャッ ド哲学の 『アー トマ ン』 説のアン

ティテーゼ なのでな く,古 ウパニ シャッ ド説

に直接対抗す るものではない」 とされ る.(26)

また両 者 の表現 ・語句 の上 で の類似 ・共

通 ・一致 は貴重 として益す る ところが極 めて

大 きい と云 われ なが らも,三 枝教 授は 「以上

の連載 によって 『思想』 として観 た場合 には,

古 ウパニ シャ ッ ド哲学 と初期仏教 とがかな り

遠 い距離 にある」 ことを論 じる.(27)

6.時 間 と空 間

この歴史基準 として,時 空間に対応 しなが

らそれ を超 絶 した人間 の変化一 受動 に よ る

「認識」 と能動 の 「行為 」一過程 に注 目 したい
.

この前提 には人間 とは 「生 きる ・生 き続け る

存在」が あ る.こ の基準の根底 には,思 想や

精神 の伝播 を考 える場合 の比較考証だけでは

な く,現 象世界 の底 を形成 し精神界 に大 きな

影響 を与 えた存在 と作用 は無視 で きない.つ

ま り単 に歴史 の中で人間が生 き環境 に存在 を

刻 んで きたのみ な らず,内 な る世界の 中に も,

ち ょうど現在 医学の遺伝 子情報 のよ うに,刻

まれて きた体験 ・経験に 目を向けるべ きであ

ろ う.そ れは個 人が 自身の過去 の出来事(体

験)を 客観化 して想起 し立体 的に多彩に位 置

づ けて判 断す るこ とにあ る.(28)

経 済 論 集Vo1.XXXV,No.1・2・3・4

それ故 に従 来の歴史観 では,消 極 的に しか

評価 されなか った時代性 をも容 認す ることが

必要 となる.と 同時に,時 間的経過 と同様 に

空間的距離の移動 を重視 しなければな らない.

この視点 は,近 年,流 行 の比較 言語 ・比較文

化 ・比較宗教 等の課題 の中でクローズ ・ア ッ

プ されつつ ある.特 に従来 の歴史研究 では,

年代 記追求 の時間的距離 に限定 され,空 間的

距離が捨象 されて きた.つ ま り時空間のダイ

ナ ミックスを把握で きる歴史観の確 立が求め

られ る事 になる.そ れには歴史 の因果律 を地

球 的規模 で説明で きる事 が求め られ る.

イン ド西北部 で誕生 した仏教 は,時 間的経

過 の中で2600年 を経過 した.空 間的に も,世

界各地へ伝播 し変形 して受容 されてきた.も

し仏教 の影響度 を濃 ・淡 で表せ ば,濃 部分 は

イン ド・中国か らタイ ・ス リランカ ・日本 で

あ り,淡 部分 はイラン ・ギ』リシァ ・ヨmッ

パ とな る.

仏教 の歴史観 では,常 に現状分析 を問題 意

識に入れた上 で,過 去の歴 史事実 に 目を向け

る.仏 法哲学 では 「人間の 『内面的差 異』 は,

人 間 ・民族 の 時 空間 の旅(民 族 の移 動 ・征

服 ・混交 の歴 史)と 客 体 的 条 件(自 然 ・経

済 ・文化風土 の中か ら醸成 され)の 縦 ・横 の

『流れ』 の中で一層特 徴づ け られ て きた.こ

の問題 を結論 的に言 うならば東 と西,東 洋 と

西洋 との区分及 び,そ の対立 とい うのは,現

在 と未来に立 ってみれば,い ず れは到達 しな

ければ ならない 『一つの世 界』 を 目指 して き

た人類の文化史上 におけ る謂 わば 『座 標系』

の主要 な極 点 と,そ の移行 と認識すべ きであ

り,『生命』 とい う普 遍的 な観 点 に立 てば,

む しろ共通 の基盤 の上に立 った相違 にす ぎな

くなる」のであ る.(29)
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そこで 「生命 の核 」 に時空間 と客体 を刻 み

続 けて きた人間の 『生命』 を,如 何 なる方途

で歴史的分析 を試み るかであ る.ア リス トテ

レスは 『ニ コマス倫理 学』 では 「優 れた人は,

どんなもので もその真相 を見 て とるこ とに,

他 の誰 よ りも秀 でて いる.即 ち彼 は,そ れ ら

の ものの謂 わば基準 であ り尺度 である」 と述

べ ているが,こ の言葉が人間の史観 ・分析 ・

洞察力の 中に真相 と価値尺度 が存す るこ とを

象徴す る.

7.新 しい歴 史 観 の模 索

人間 と哲学の源泉一人間史観の誕生に向けて一

従来 の史学研 究 につ いて は,「 現在,世 界

史 と呼ばれている ものは,19世 紀以後,産 業

革命 を達成 して絶対優位 の立場 にたち,世 界

を制覇 した西 ヨー ロッパ社会 の近代文化 を価

値評価 においた もの であった.資 本制 生産機

構 を 自らの内か ら生み出す ことの 出来なかっ

た ヨー ロッパ以外のア ジアの旧秩 序の世 界は,

お しなべ て独 自の発展段階 をもたない停滞 が

なが くヨー ロッパ史学会 を支配 した名残 であ

る」の ような ヨー ロッパ価値観優 先の偏重 的

な風潮 にあった.(29)

この典 型 は ドイツの歴史家 ランケ(1795-

1886年)の 思 想 で 『世 界 史 の理 念』の 中 で

「今 回で も原始世 界の状 態が その ま ま保 存 さ

れてい ると推定 され る諸民族 に対 しては,ほ

んの少 し注意 を向け るだけ で良い.イ ン ドと

中国は老齢 を誇 り,連 綿 とした年代記 を保有

してい る.け れ ども,そ こか らは傑 出 した年

代 学者 さえ も生 まれていない」 と述べ,世 界

史 をヨー ロ ッパ世 界優越 に限定 した.(30)

しか し史実 を見 て も 「ヨー ロッパ文 明はア

ー リア人の作 った文 明の うち紀 元前14-13世

紀には世界文 明の中心 であった ヒッタイ ト文
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明があ り,前6-4世 紀 にはペ ル シァ文 明が

世 界の中心 とな り,紀 元後4-5世 紀 に グプ

タ文明(イ ン ド文 明)が 世界 で最 も重要 な地

位 を占めて いた として,「 ユー ラシア文 化」

に注 目す る歴 史家 も増 えて きた.(31)

先述の佐藤圭 四郎 氏 も 「世 界史 は,ア ジア

史 も含めて再評価 され段 階にあ る」 とあ り,

アジア史 その ものの研究 の体系化が求め られ

る.最 近,我 が国では角 山栄 『アジア ・ルネ

ッサ ンス』,川 勝 平太 編 『ア ジアの ドラマ』

をは じめ,浜 下武志や杉 原四郎等 の研究書が

出版 され,本 格 的なアジアか ら見 た世界史論

の論理構築 が進 んでいる.(32)

求め られ る歴史観 は,個 人 の個性化 と人類

の普遍化 を包摂 し,か っ ダイナ ミックスな歴

史的展開過程 を論証 で きな くてはな らない.

つ ま り 「私達 は枝葉末節 に とらわれ るこ とか

ら解放 されて,時 間的 には世界史的観点,空

間的には全 人類史的観 点か ら人 聞の思惟や 営

み を見渡 していかね ばな りませ ん.換 言すれ

ば 人 類 ・民 族 の 差別 相 を仏 法 的 に 云 え ば

『空』 な らしめ る境地
,す な わち 『生 命』 と

云 う普遍 的な基盤 の上 に,全 世界の人間が立

たねばな らない」 と提起 され る.(33)

この生 命論 に立脚 した 「人 間学」 は,「 今

日,求 め られ ている人間学は単に 『人間』 を

客観化 した もの ではならない筈です.そ の根

底には,あ くまで も主観 陛へ の欲 求 を満 たす

ものがな くてはな らない.… … 中略・・…・この

ための 『人間』 を忘 れ た もので あってはな ら

ない」 とあるよ うに,個 人の価値観 の確立 が

前提 とな る.(34)'

仏教哲学 は,い み じくも個 た る 「人間」 か

ら出発す る.そ して人間 と森 羅万象(宇 宙)

の関係性,人 間群 での社会諸 現象の相 関性 と
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差 異性 を探究 し 「主観 としての人聞」 に不変

と可変 の統一体 としての絶対値 の哲学 を形成

した.

8.仏 教哲学か らの歴史観

そ こで仏教哲学 に世界史観へ の論拠 を求め

る と,「 九識論」 に よる哲学 的分析 で あ る.

「五識 か ら六識,末 那(七)識,阿 頼耶(入)

識,阿 摩 羅(九)識 へ 向か う流れは,本 質的

傾 向,固 定化傾 向,無 機的傾 向,集 団的(一

般化 ・普遍的)傾 向,人 類史傾 向,抽 象 的傾

向にあ り,逆 に九識か ら五識への流れは,現

象的傾 向,活 性化傾 向,有 機的傾 向,個 人化

(個性 的)傾 向,個 人史傾 向,具 体 的傾 向に

あ る.(35)

時空 間で把握す る と,時 間論でみ る と個 人

の体験 をみて も10年 前の体験 と5年 前の体験

を現在か ち観て,多 様 ・多彩的 な面 で比較す

るように,こ の二体 験間の5年 間 の差は消去

され る.ま た空間論 で観 る と,従 来の史観 で

欠けていた観点 であるが,距 離 の拡延 は受容

され る客体 に包摂 されてゆ く変化相 を生 じる.

っ ま り時空間の 「流れ」は,過 去 につ いては

「変化 函数」での把握が可能 である.

この点につ いては 「時空 とは世 界証明(納

得)の 道具(オ ルガン)と して,人 間が 自然

界の事件一変化 と物理的意味での運動一 を材

料 として作 った もの,す なわち,自 然 と人間

とが存在 として一体関係下 において共 同開示

した もの で あ る」.(36)しか も体 験 世 界 で は

「時間」 は 「変化 」に よ り導 出 され,場 所 を

移 す 必要 は ない.「 空 間」 は 「変化」 に依 存

す るところの 「運動」 よ り導 出され場所 を移

す必要が あるが時間的に依存す ると思 われる.

また時空間の統一 的把握 は,現 在 の本質論
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である.人 間は 「生 き続け る」前提 の上 に,

ち ょうど第六 ・第七識 の 「小 我」 か ら第八 ・

第九識の 「大我」の段差 を登 ように,「 よ り

良 く豊かに生 きる=創 価 哲学」の意志 を持 っ

ている.こ れ らの 「価値 姿勢」は,個 人 ・家

族 ・一族 ・民族 の中に時空間の質 的傾 向の中

に刻 まれ ている筈であ る.そ れは 「九識論」

を哲学的 に絶対次元へ の究極傾 向へ 向か う個

人 ・家族 ・民族の 「生命 の譜」の差 異 ・較差

分析 を通 じて明証 され うると考 えられ る.特

に人間の 日常性の倫理 か ら隠れ た価値基底,

七識(思 量識)に 見 る思想比較,八 識に見 る

哲学 ・宗教 の比較の中に 「時空間の変化=多

様 性」 として生 命 に刻 まれ 封 印 され た 「差

異」 を見 出す こ とが可能ではないだ ろ うか.

そこに史観 の発生 ・変遷 のプロセス を例証 し

てゆけば,新 しい人間主義 史観が論理構成 さ

れ うるのではないだ ろうか.

その意 味 では,イ ギ リスのM・ ミュー ラ

ー は 「人類の真 の歴史は宗教 史である」 と述

べ るが,確 かに現象 を通 じて民族 の思惟方法

の根源 を訪 ねてゆ くと,宗 教哲学 による理解

方法につ きあた る.そ の関係性 は 「宗教 が文

化 の実質 にな るとすれば,文 化 は宗教の外皮

にあたる」関係 となる.(37)

この人間 と哲学 の類型化 について,野 田又

夫 は 「『古代 以前 の古 い青 銅文化 を歴史 の 中

に入れて考 える』 と云 う方法に よ り,シ ュペ

ングラー は 『運命』 を,ト インビー は 『神 の

摂理』 を もって,従 来 の ヨー ロッパ歴史学 を

変化 させ た」 と観 る.(38)

そ して3つ の古代哲学 は,そ れ ぞれに人 間

の世界観が ある として 「中国の古代 哲学 は道

徳 の レヴェル で人間の思想」,「イン ド古代哲

学 は形 而上 学的 なレヴ ェル での人 問の 多様
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性」,「ギ リシァ古代 哲学は 自然学的 な反省 ・

論理的な体系」 と分 類 してい るが,こ の方途

は 「人間観 か ら歴史考察 を試み る姿勢」が求

め られて いる.問 題 は価値観 の形成 にある.

そこで仏教 史観 として 「釈尊 は仏教 開祖 とし

てではな く,優 れ た人間教育者 ・哲学者 と把

握す る方法」 によ り,先 ず釈迦生誕前の世 界

を中心に 「仏教 の源流 と古代世 界の接点」 を

求めてみ たい.(39)

そこに私 自身の問題 意識た る 「イン ドか ら

西洋への東洋思想の伝 播」が背景 にある.そ

れ を従 来の歴史研 究 に欠けていた部分の架 橋

となるこ とを仮説 として試みたい.

人間 と哲学の源泉一人間史観の誕生に向けて一

9.歴 史 認識 と して の 九識論

古代 ギ リシァの哲学者 キケ ロの 「汝 自身 を

知 れ」(『断片』3・3・1,DK)は 有 名 で あ

るが,「 認識」(外 界 の受 容)は 「当為」(外

界へ の対 応)の 源泉 である.つ ま り如何 なる

認識 をす るかは,如 何 なる価値基準 に照応 さ

せ て受容 す るか であ り,何 に価値基準 を置 く

哲学かで ある.

絶対的価値 を論ず る前に価値判断の試論 を

試 み た い.い わ ゆ る五 感 に よ る五 識(目 ・

耳 ・鼻 ・舌 ・皮膚)が 形 ・音 ・臭 ・味 ・触 等

の感覚 を行使 して瞬間的に判 断す る.六 識の

意識 は 日常生活上の判 断であ る.七 識の末 那

識 は理性 的判断 を下 す認識 であ り,俗 で云 う

「熟慮 して考 える」 こ とに あた る
.そ の 聞に

過去の経験 を想起 し,現 実 の問題や客体 条件

の差異 を思考 してい くプロセスを通 しての判

断 である.さ らに次の八識 の阿頼那識はユ ン

グの云 う 「合的無意識」層 で行 われ る判断で

ある.さ らに仏教 では,こ の認識段 階に洗浄

の二法が ある と説 き,結 果的 には正 誤判断が

9

なされる.ま た 日常性 を越 えた,人 類 史的な

体験 に基づ く判断で もあ る.(40)

中世 のスコラ哲学につい て,S・ エ リウゲ

ナ は 「真の宗教 とは真 の哲学 であ り,同 時に

真 の哲学 は真の宗教 であ る.し たが って宗教

に対す るあらゆ る懐 疑は,哲 学 に よって反駁

しうる」 に例証 され るように,「 宗教 と哲学,

信仰 と理性 の一致 を確信 して,そ れ を証 明 し

ょうとす る基本 的 な命題」 があ った.す る と

宗教 と哲学の 『差 』が如何 に生 じたかであ る.

例 えば東洋哲学 と西洋哲学 の差,民 族宗教 の

発 生や過程 を どの よ うに考 え るべ きか であ

る.(41)

その場合,人 類 史の変遷過程 において,個

人 ・民族の生 き方,客 体 的な条件(地 勢 ・環

境)に よ り変化 して きた もの と考 え ると,加

えて時 間距離の歴 史的源流 は質 的密度 の傾 向

に凝集 されゆ くこ とを考 え ると,比 較宗教や

比較哲学の観 点は人類 史の歴史尺度 として考

えて も良 いのではないだろ うか.ま た比 量観

点 を入れて立体 量的に比較す ると,「 九識論」

を歴史基準に応用 で きる可能性 が見 えて くる.

つ ま り五 ・六識は個 人 ・家族史 で人生 ・社会

観 であ り,七 識が一般 史 として法則性 を把握

す る理性的判断であ り一般 に西 欧の歴史観 の

基底 を 占め る.入 識は民族史 ・宗教史 と関連

して善 悪の価値判 断 を供す る.以 上 の過程 は

日常的 ・相対 的価値基準か ら,絶 対的価値基

準への傾 向 を示す と考 え られ る.

この二つの視覚,日 常性か ら永遠性,永 遠

性か ら 日常性 の二つ の流 れの視 覚 は,1・ カ

ン トの 『人類 の歴 史の憶測的起 源』(1786年),

『世 界 公 民 的 見 地 に お け る一般 史 の 構 想』

(1784年)に 表 され た彼 の歴 史観 「第 一 に 人

間の意志の表現 としての一切の行動,即 ち現
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象 として 自然法 則に従 う人間の営 み を記述す

る経験 的 な歴 史(普 通 に使 われ る用語 の歴

史)で あ り,ま た第二 は人類が 自然 の 目的 に

従 って展 開す る経過 を考察す る.い わば哲学

的 な世 界史であ る.こ れ ら二様 の歴 史の うち,

第一 は経験的立場におけ る修 史であ り,ま た

第二 は 自然の 目的 とい う理念が人類 において

開展 して い く経過 を哲学的 に究明す るもの と

考 え られ る.(42)

この哲学的歴史の第二 の史観 は 「自然が 人

間に与 えた一切の素質 は,個 においてではな

く類 にお いてのみ発展 しえる.自 然は人間の

寿命 を短 く定め たので,個 人が 自分 の具有 す

る自然的素質 を余 さず発展 させ る となる と,

命 がお くつ あって も足 りないだろ う.こ れに

反 して一時代の人智 の開明は次代 に受 け継 が

れ るか らt啓 蒙のかか る相続 によって,人 間

の理性 と自由意志 とは,次 代 を重ね るに随っ

て ます ます 進歩 し発展す る」(前 掲論文)と

考 え る.こ の考 え方は第入識 の形成 ・深化過

程 の分析 に史観 を求め る方法 と相似 す る.問

題 は 「人 間の意 志 の表現 として の一切 の行

動」 の原理 と 「人類 が 自然 の 目的に従 って展

開す る経過」の原理 を何 に依拠 し,両 者が包

摂 的に同次 に顕現 できる哲理体 系 を もってい

るかであ る.

然 るにカン トは,一 般 的に被造物(人 間 も

含 めて)に 本具 の 自然 的素質 は,い つかは 自

然 の 目的通 りに完全 に展 開す るよ う定め られ

てい るとの 目的論的 自然観 で解答す る.そ れ

では歴史 は人間が作 るものではな く,歴 史に

規定 された行為 を人間が振 舞っているに過 ぎ

ない との考 え方 になる.さ ちに牧 口常三郎 氏

の創価哲学 では,カ ン トの真 ・善 ・美に対 し

て,社 会的調和 ・幸福論 を入れ て立体論 とし

経 済 論 集Vo1.XXXV,No.1・2・3・4 ,

て,利 ・善 ・美 の提 唱 をされ,そ れ が歴 史観

の根 底 を形 成 し,社 会 生 活 の 向上(大 善)へ

向 か う運 動 論 と して展 開 され た.(43)

10.キ リス ト教 の歴 史認 識

この問題 について,中 世の スコラ哲学 は 自

然 を二通 りに解 し,第 一 は創 造 し生産 す る

「能 率 的 自然」で あ り,第 二 は 生産 さ れ た

「所産 的 自然」 と考 えた
.前 者 は神 に置 き,

後者は神性 の発揮 としての,こ の世 界におけ

る一切 の有 限的存在 とした.そ れ故 にカン ト

の歴史哲学 に導入す る 「自然」が前者 であ る

とす ると,「 永 遠平和論」 で 自然 を人格 化 し

「偉大 な芸術 家 としての 自然」 と言句 す るこ

とは,彼 の理論哲学におけ る自然(自 然法則

現象での)と 取 り扱い方 で矛盾す ることにな

る.つ ま り 「人間」 としての 「自然」 の相関

性 につ いて も,「 人間 と環境 との関係 につ い

て,仏 教哲学 では 「依正不二」 と捉 えてゆ く.

「依正不 二」 とは依報 と正報 とが不可分 の一

体 をな してい るとい うことで,正 報 とは生命

全体 であ り,依 報 とはそれ を形成 しその活動

を助け る環境世 界 であ る.一 生命 主体 と,そ

の環境 とは一応,概 念 として分け られ るが,

これ らは相互 に密接に関係 し合 い,一 体 をな

して い る」考 え方 に立 ち,自 然 の主客 不二

(主体 と客体 は不二 な る関係)論 に立 って こ

そ全体 を認識 しうるのであ る.そ こにカ ン ト

の史観 の底流 にある価値観(真 ・善 ・美)の

哲学 とキ リス ト教 信仰基底 の限界が ある.(44)

そこで歴 史認識 としての価値基準が問題 と

なる.そ れは外界か ら受容 した 「認識」に返

答す る形の 「当為 」の媒介項 である.我 々は

通常,こ れ らの認識の複合的 な判断 をも とに,

当為 ・行動す る.こ の価値判断 は,人 間に と
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って最 も本質 的な,入 類に とって時 空間を包

合す る普遍的な意味 を持つ,個 の人 間の生 き

方 を最高度に顕現す るべ きもの と考 える.こ

の個 の人間 と全 人類 に共通 す る人間像 に相 当

す る哲理 で あ るべ きであ る.こ の 基準 は,

「仏教 の思想が草木や石 こ ろ,砂 の一粒 に も

仏 の生命の実在 を認め,一 切 を尊極 の当体 と

す る哲学的根 拠は此の一念三千の哲理 にある

とい って よい.仏 法の 眼か ら見 るな らば,こ

の 自然 の万物の活動 それ 自体,否,宇 宙 それ

自体が妙法の発想 であ り仏牲の働 きなのであ

る.環 境 との調和 は,環 境の 中に 自己の主体

を滅す るということではない.調 和 の中に主

体性 を確立 してい くのではな く,環 境 と対応

しつつ主体性 を確立 してゆけ る能動 的エネル

ギーであ り,そ こには哲学的 ・思想 的基盤が

なければな らない」 であろ う.

それが歴史推進 のエネル ギーであ り時代思

潮であ り,民 心の総体 のダイナ ミックスであ

る.そ れが過去の時代 にそ うであった ように,

現代 人の心 を捉 え未来へ の 「歴史展 開」 の指

針 とな る.ル ネ ・ジュボスの い う 『新 しい社

会 的宗教』 は,大 乗仏教の哲学以外 にはない

で あろう」の言葉 に私 は共鳴す る.ヘ ー ゲル

は 「歴 史 とは絶対 的精 神 の時 間 にお け る顕

現」 と把握 したが,「 歴 史 とは人 間生命 の絶

対 的価値 の時空間における顕現」過程 とみ な

したい.(45)

この絶対的価値 の相対価 値へ の拡延 ・分散

の歴 史過程の実証 は,紀 元前6世 紀 のイン ド

に成立 した仏教 と,そ の後,同 世 界圏か ら生

まれたキ リス ト教,ま たイスラム教 誕生 の過

程 を含む こ とにな る.つ ま り世 界の三大宗教,

また四大宗教 は,時 空 間の流れの中で比較比

量 され るべ きであ り,そ こに絶対 的価値か ら

人間 と哲学の源泉一人間史観の誕生に向けて一

相対的価値への変容過程がある.

11.結 び

II

以上 を通 じて,古 ウパ ニ シャ ッ ド哲 学 と初

期仏教の関係 は如何 に理解 すべ きかの問題 と

な る.釈 尊 は釈迦(シ ャーキャ)族 の出身で

「悟 りを達成 して聖者 に なっ た
.こ の よ うな

聖者 を梵語 でムニ と云い,漢 語 で牟尼 と写 さ

れ るので,ブ ッダの こ とを釈迦 牟尼 と呼ぶ.

特 に仏 と尊宗す る場合,こ の名 を用い る.パ

ー リ語仏典 では過 去二十五仏 の最 後の仏 とし

て,ゴ ー ダマ=ブ ッダ と呼ぶ」 とされた.

ち ょうどゴー ダマ は,古 代 の聖 仏の名 で,

その子孫 をガウダマ と呼び,そ の名 は我が国

の 「源平藤橘」 にあたるハム族 の一つで ある.

問題 は仏教世界 では,釈 尊 を仏教 の開祖 と

だけみ るが,ウ パニ シャッ ド哲学では最 後の

仏 と定義づ けている点 である.こ れはアー リ

ア民族 のバ ラモン哲学が イン ド西北部 で定住

してのち,非 アー リア民族 と価値観 の抗争 を

も繰 り広 げなが ら,次 第に両者の接近 も生 じ

た.そ して最終的 には,非 アー リア民族の受

容姿勢 の中に もアー リア民族 の価値 姿勢 を包

合 していったこ とを示 してい る.つ ま りウパ

ニ シ ャ ッ ド哲 学 の仏=仏 教 の開 祖(ゴ ー ダ

マ ・ブ ッダ)に 通ず るのであ る.

つ ま り同 じ く非 アー リアの高貴 な部 族 出身

のニガ ンダ ・ナー ダブッダが 自らの枠 の 中で

生 きる価値観 を見 いだ しジャイナ教 を創 始 し

たのに対 して,ゴ ー ダマ ・ブ ッダは同 じ非ア

ー リア部族 出身 なが らも自らの生命の 中にア

ー リア世界 を包摂 して生 きる価値観 に立 ち
,

仏教 を創設 したの である.そ れ故に,前 者の

哲学 に特徴的 な根 本 は 「無」・「苦行」 で あ り,

後者 の仏教 では 「止揚」・「空」 とな ったの で
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あ る.
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